
10月 27 日投票で 

衆議院議員選挙が行われます 
衆議院議員選挙は小選挙区と比例代表と２回投票します。 

①小選挙区は「候補名」を書きます 

②比例代表は「政党名」を書きます 
（候補者名では無効になります）   

発 行：全国保育団体連絡会（2024年 10月作成） 

連絡先：東京都新宿区納戸町 26-3 ＴＥＬ：03（6265）3171         

子育て真っ最中の保護者のみなさん、保育園で働く職員のみなさん、いま、

あなたは、どんな願いをもっていますか？ 

「もっと余裕をもって保育をしたい、仕事に追われる毎日をなんとかしたい、

子どもたちに平和な未来を手渡したい…」そんな願いをかなえるために、10月

27日投票の衆議院選挙で、私たちの願いを受けとめ一緒に実現しようとする政

党・候補者を見きわめ、一票を投じましょう！ 

投票所には子どもも一緒に

連れていけるよ！ 

投票日当日が仕

事などの場合は

期日前投票が

できます。 

あなたの貴重な一票を無駄

にせず、必ず投票にいきま

しょう♪ 

イラスト：近藤理恵 



全国の保育関係者のみなさん 

保育と暮らしを よくするために 

かならず選挙にいきましょう 
お仕事に、子育て・保育に奮闘されていらっしゃる皆さん、毎日ごくろうさ

まです。10月27日に衆議院議員選挙が行われます。私たちの怒りや願いをこ

めて、ぜひ投票に行きましょう。 

私たちの暮らしをよくするには、国民の暮らしを真剣に大事にする政治を実

現しなくてはなりません。 

私たちの実質賃金は30年以上も上がらず、この2年以上、物価高騰の中で

下がり続けています。こんなに余裕なく働いているのに、そして他の国はどこ

も30年で賃金が1.5～2倍になっているのに、なんておかしな国でしょう‼ 

子育ても保育も、本来楽しく、やりがいもある大切な営みです。しかし、長

時間の仕事で疲れて子どもに向き合ってかかわる余裕がない、保育者の配置基

準が低いために同僚とあれこれ楽しく語り合う時間がとれない…、こうした孤

立とプレッシャーのもとでは、子育て・保育がつらくなってしまいます。子育

て・保育には、経済的・時間的なゆとりと、気兼ねなく話し合える仲間が絶対

必要なのです。 

今、一生懸命がんばって子育て・保育をしているのに、それでもゆとりや仲

間ももてない状況が、広がっているのはなぜでしょう？ 

働く者の賃金は低く抑えられているのに、大企業の内部留保は空前のおおも

うけって、なんかおかしいです。この間、消費税が増税された分がそっくり、

大企業の法人税減税分にあてられています。社会保障に使う、といって導入し

たのに、これではだましているとしかいいようがありません。税金も、保険料

や医療費も、毎年どんどん上がり続けています。財政が赤字だからだと政府は

説明しますが、だったら防衛費を倍にするなんて、やってはいけません。そも

そも、兵器を増やせば増やすほど、他国との緊張や戦争の危険は高まるのです

から。 

庶民を犠牲にして、ごく一握りの人たちをとんでもなく優遇する政治が続い

ていて、それは結局、企業からもらった献金を「裏金」にして、私腹を肥やし

たり、表には出せないものに使ったりしている、そういうひどい政治家がはび

こっているからですよね。ほんとうにひどすぎる！ 

私たちの生活がもっとゆとりをもてて、子育て・保育も楽しくできて、そし

てみんなの声が社会をつくっていくような、そういう日本をつくらないと、子

どもたちはますます不幸になってしまいます。この社会を根本から変えるには、

私たち一人ひとりが怒りをこめて、今の政治にNOと言わなきゃいけません。 

今度の選挙、必ず行きましょう‼ 

全国保育団体連絡会会長 大宮 勇雄 
 

保育政策のチェックポイントは・・・ここだ！ 

 
●保育士の処遇改善  

→全体の賃金底上げなど処遇改善を提案している？ 

 

●基準の改善  

→配置基準や施設基準の改善、安全の確保など提案している？ 

 

●経済的な負担軽減 
→保育料や給食費など、負担軽減を提案している？ 

 

●財源確保  
→庶民の負担を増やすのか、企業等に負担を求めるのか？ 

 

●子どもたちに平和な未来を  
→憲法９条改正に対する態度や、子どもの権利保障の視点は？ 

もっと 


